
平成29年第４回定例会概要 
平成２９年第４回定例会は、１２月４日から２０日までの１７日間の会期で開かれ、提出された報告１件、 

議案１５件、請願２件、諮問４７件、選任１件について審議・議決しました。 
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平成29年度松原市国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 使用料の徴収に関する処分に係る審査請求について（諮問第４号～第４９号） 

平成29年度松原市下水道事業特別会計補正予算（第2号） 人権擁護委員の候補者の推薦について 

平成29年度松原市介護保険特別会計補正予算（第2号） 障害児者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早急な整備を求める意見書 

松原市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について 松原市基本構想特別委員会設置の件 

松原市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定について 松原市基本構想特別委員選任の件 

（○）→賛成 （×）→反対 （―）→採決に加わらず 

全会一致で可決・同意・承認・答申された議案等 

賛 否 が 分 か れ た 議 案 等 
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平成29年度松原市一般会計補正予算（第5号） 〇  〇 ○ 〇 ― 可 決 

松原市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例制定について 

○ ○ 〇 ○ ― 可 決 
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議会のまど（まつばら市議会だより）                     ２０１８年（平成３０年）２月１日(2)  
 

 
 

  
 

 
 

す
べ
て
の
教
室
に 

 
 

 
 

 

エ
ア
コ
ン
を 

           

問 

青
年
層
の
非
正
規
雇
用
が 

蔓
延
化
し
、
子
育
て
が
た
い
へ 

ん
。
保
護
者
負
担
軽
減
と
な
る 

「
就
学
前
教
育
の
無
償
化
」
に 

ど
う
取
り
組
む
の
か
。 

答 

国
の
動
向
に
注
視
し
、
調 

査
・
研
究
を
進
め
、
国
・
府
に 

早
期
実
現
を
要
求
し
て
い
る
。 

問 

教
育
の
無
償
化
が
叫
ば
れ 

る
中
「
就
学
援
助
費
の
入
学
時 

学
用
品
費
」
は
一
日
も
早
く
復 

活
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

著
し
い
所
得
の
減
少
が
あ 

っ
た
場
合
な
ど
、
本
市
独
自
の 

特
別
事
情
認
定
に
よ
り
、
総
合 

的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の 

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

問 

学
童
保
育
室
の
エ
ア
コ
ン 

の
電
気
代
は
、
当
然
松
原
市
が 

負
担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

保
護
者
会
設
置
の
エ
ア
コ 

ン
の
電
気
代
は
、
保
護
者
会
で 

ご
負
担
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

 

問 

南
河
内
の
ほ
と
ん
ど
の
自 

治
体
で
す
べ
て
の
小
中
学
校
の 

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の 

方
向
が
。
松
原
で
も
実
施
す
べ 

き
だ
。 

答 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
工
夫
に 

よ
り
、
空
調
設
置
済
の
学
習
室
、

特
別
教
室
を
効
果
的
に
活
用
。 

問 

学
校
図
書
室
に
資
格
を
も 

っ
た
司
書
を
配
置
す
べ
き
だ
。 

答 

図
書
教
諭
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
の
連
携
な
ど
、
一
層
の
充
実 

に
努
め
て
い
く
。 

     

問 

「
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
」
国 

際
認
証
は
、
経
費
も
か
か
る
し 

教
員
・
子
供
た
ち
の
負
担
が
大

き
い
。
見
直
す
べ
き
だ
。 

答 

児
童
・
生
徒
の
主
体
性
・ 

積
極
性
の
向
上
や
保
護
者
・
地 

域
と
の
協
働
と
い
っ
た
成
果
を 

得
る
こ
と
は
大
切
と
考
え
る
。 

  
 問 

教
員
の
働
き
方
改
革
と
し 

て
実
態
把
握
の
た
め
タ
イ
ム
レ 

コ
ー
ダ
ー
を
導
入
す
べ
き
だ
。 

答 

勤
務
時
間
管
理
簿
に
よ
り 

管
理
。
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の 

活
用
や
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
、
効 

率
的
な
方
法
を
研
究
し
て
い
る
。 

問 

小
学
校
に
英
語
科
の
教
員 

免
許
を
持
つ
教
員
の
配
置
を
。 

 

答 

既
に
中
学
校
英
語
の
免
許 

を
持
つ
教
員
も
お
り
、
今
後
も 

Ａ
Ｌ
Ｔ
、
英
語
指
導
協
力
員
、 

中
学
校
教
員
の
支
援
の
取
り
組 

み
を
推
進
し
て
い
く
。 

  

問 

松
原
市
内
の
小
中
学
校
で 

三
十
五
人
を
超
え
る
学
級
が
多 

く
あ
る
。
学
力
向
上
・
子
ど
も 

に
行
き
届
い
た
目
配
り
・
教
員 

の
負
担
軽
減
に
な
る
三
十
五
人 

以
下
学
級
を
独
自
で
実
施
を
。 

答 

学
級
、
児
童
・
生
徒
や
教 

員
の
実
態
等
を
踏
ま
え
、
効
果 

的
な
少
人
数
授
業
や
生
徒
へ
の 

個
別
支
援
を
行
う
な
ど
、
今
後 

も
き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
う
。 

福嶋 光広 

「
就
学
前
教
育
の 

 
 

 
 

 

無
償
化
」
を 

教
員
の
勤
務
実
態
の 

 
 

 
 

 
 

 

把
握
を 

「
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
」
よ 

り
も
35
人
以
下
学
級
を 

日本共産党 

   

      

  

問 

市
政
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

「
市
民
の
た
め
の
行
政
」
を
完

成
さ
せ
る
に
は
議
会
と
行
政
が

与
え
ら
れ
た
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
必
要
。
（
「
議
会
」
＝
知
の

集
合
体
。
市
長
・
行
政
機
関
の

監
視
と
評
価
、
政
策
提
言
、
立

案
等
。
「
行
政
」
＝
行
政
権
の
行

使
、
政
策
立
案
等
。
議
会
と
市

民
に
対
す
る
説
明
責
任
。
市
政

の
全
過
程
を
公
開
し
堂
々
と
評

価
を
仰
ぐ
立
場
）
。
行
政
が
議
会

と
と
も
に
「
市
民
の
た
め
の
市

政
」の
完
成
に
は
何
が
求
め
ら
れ

て
い
る
か
、
市
長
の
見
解
は
。 

答 
地
方
公
共
団
体
は
、
市
長

と
議
会
と
い
う
２
つ
の
代
表
機

関
で
構
成
さ
れ
、
車
の
両
輪
の

ご
と
く
互
い
に
協
力
し
合
い
、

ま
た
、
相
互
の
抑
制
と
均
衡
に

よ
り
、
良
い
緊
張
関
係
を
保
つ

こ
と
で
、
市
民
が
求
め
る
市
政

を
遂
行
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。 

  

問 

事
前
の
準
備
が
足
り
て
い

な
い
。
何
を
し
た
の
か
。 

答 

防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
配

布
し
、
自
助
共
助
の
大
切
さ
な

ど
周
知
啓
発
を
行
っ
た
。
地
域

防
災
計
画
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に

よ
る
職
員
体
制
の
確
保
、
避
難

勧
告
の
判
断
基
準
を
行
っ
た
。 

問 

災
害
に
備
え
て
特
に
不
十

分
で
あ
る
次
の
３
つ
に
早
急
に

取
組
ん
で
ほ
し
い
。 

① 

災
害
事
例
研
究
と
活
用 

② 

効
果
的
な
訓
練
実
施
（
避

難
所
運
営
訓
練
と
全
世
代
参

加
型
訓
練
が
必
要
） 

③ 

防
災
情
報
の
改
善
（
積
極

的
に
出
向
く
こ
と
が
必
要
） 

答 

現
在
、
業
務
継
続
計
画
を

今
年
度
策
定
に
向
け
、
取
り
組

ん
で
い
る
。
訓
練
は
、
毎
年
検

証
を
行
い
次
に
つ
な
げ
て
い
く
。

防
災
情
報
の
周
知
は
十
分
で
は

な
い
と
実
感
し
て
い
る
。
様
々

な
媒
体
を
利
用
す
る
な
ど
、
調

査
研
究
を
し
て
周
知
を
行
う
。 

問 

課
題
把
握
が
不
十
分
だ
と

改
善
が
で
き
な
い
。
正
確
な
検

証
を
。 

答 

職
員
等
聞
き
取
り
を
行
い
、

課
題
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。 

問 

災
害
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

力
の
差
が
地
域
防
災
力
の
差
と

な
る
が
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

力
を
上
げ
る
た
め
の
具
体
的
な

方
策
が
な
い
。
地
区
防
災
計
画

制
度
、
地
域
継
続
計
画
活
用
の

検
討
を
。 

答 

地
域
で
の
訓
練
や
会
議
に

参
加
し
て
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

提
供
を
順
次
行
い
、
１
団
体
ご

と
に
粘
り
強
く
説
明
を
行
う
。 

問 

市
民
に
対
し
て
情
報
を
提

供
す
る
責
任
が
あ
る
が
、
市
民

が
行
動
を
事
前
に
把
握
す
る
材

料
が
不
足
し
て
い
る
。
「
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
配
布
」
と
「
総
合

防
災
マ
ッ
プ
の
内
容
の
改
善
」
を
。 

答 

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
よ
り
、

い
つ
誰
が
何
を
す
る
か
を
時
間

軸
に
沿
っ
て
整
理
し
、
あ
ら
か

じ
め
組
織
が
と
る
べ
き
防
災
行

動
に
つ
い
て
整
理
を
行
う
。 

問 

こ
こ
ま
で
の
提
案
に
対
す

る
市
長
の
見
解
は
。 

答 

情
報
発
信
の
方
法
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
考
え
、
本
市
の
特

徴
に
応
じ
た
防
災
に
つ
い
て
議

論
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
地
域

防
災
力
の
向
上
、
共
助
、
協
働

体
制
を
市
民
に
周
知
し
、
行
動

に
移
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。 

平野 良子 

無 所 属 

議
会
と
行
政
に
つ
い
て 

災

害

対

策

に

つ

い

て 

個

人

質

問 



 

議会のまど（まつばら市議会だより）                     ２０１８年（平成３０年）２月１日(3) 

 
 

 
 

 
   

      

  

問 

全
国
平
均
に
年
々
近
づ
い

て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
結

果
が
よ
ろ
し
く
な
い
が
、
今
回

の
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
、
ど

う
分
析
し
て
い
る
の
か
。 

答 

知
識
に
関
す
る
小
学
校
算

数
Ａ
問
題
は
、
放
課
後
学
習
や

家
庭
学
習
の
定
着
に
よ
り
、国
・

府
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
の
小
中
学
校
の
問
題
で
は

下
回
っ
て
い
る
。
今
後
、
意
図

を
読
み
取
る
力
や
説
明
す
る
力

を
つ
け
て
い
き
た
い
。 

問 

今
後
の
目
標
を
ど
う
設
定

し
、
教
職
員
間
で
意
識
の
共
有

を
ど
う
図
っ
て
い
る
の
か
。 

答 

平
成
30
年
度
ま
で
に
大

阪
府
平
均
以
上
の
正
答
率
に

達
す
る
こ
と
を
全
体
の
目
標
と

し
て
校
内
研
修
会
を
通
じ
て
共

有
し
て
い
る
。 

問 

学
力
向
上
に
向
け
、
授
業

改
善
を
ど
う
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
学
力
の
底
上
げ
に
ど
う

統
一
性
を
持
た
せ
て
い
る
の
か
。 

答 

主
体
的
で
対
話
的
な
深
い

学
び
を
目
指
す
授
業
づ
く
り
研

修
に
よ
り
指
導
案
を
作
成
し
、

公
開
授
業
や
研
究
協
議
を
行
っ

て
お
り
、
放
課
後
に
徹
底
し
た

補
充
学
習
等
で
や
り
き
ら
せ
る

こ
と
を
全
校
で
行
っ
て
い
る
。 

  

問 

認
証
取
得
ま
で
の
経
緯
と

今
後
の
予
定
は
。 

答 

認
証
取
得
に
向
け
て
、
デ

ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
に
基

づ
い
た
学
校
安
全
診
断
を
行
い

課
題
を
抽
出
し
、
解
決
の
た
め

の
取
り
組
み
を
行
っ
た
結
果
、

大
阪
府
で
初
と
な
る
国
際
認
証

が
内
定
し
た
も
の
。
今
後
、
安

心
安
全
な
学
校
づ
く
り
を
市
内

全
体
に
広
げ
た
い
。 

問 

足
掛
け
約
３
年
に
渡
っ
た

取
組
の
成
果
、
児
童
生
徒
に
見

ら
れ
た
成
長
や
親
・
地
域
の
関

わ
り
に
ど
う
変
化
が
あ
っ
た
か
。 

答 

通
院
を
伴
う
け
が
、
友
達

に
嫌
な
こ
と
を
さ
れ
る
割
合
、

器
物
破
損
等
が
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
活
発
に
意
見
が
言
え
る

児
童
生
徒
や
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
下

さ
る
方
が
多
く
見
ら
れ
た
。 

  

問 

事
前
に
備
え
を
し
つ
つ
も

今
回
の
対
応
か
ら
生
じ
た
課
題

と
今
後
の
改
善
策
に
つ
い
て
。 

答 

問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
や

防
災
行
政
無
線
の
実
用
性
等
に

課
題
が
生
じ
た
た
め
、
対
応
指

針
の
作
成
や
消
防
等
と
の
連
携

を
深
め
、
車
や
メ
ー
ル
に
よ
る

広
報
活
動
の
強
化
を
図
り
た
い
。 

問 

公
助
で
は
限
界
が
あ
る

為
、
地
域
防
災
と
の
共
助
の
連

携
を
ど
う
考
え
る
か
。 

答 

共
助
の
必
要
性
を
感
じ
て

お
り
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
る

避
難
所
開
設
運
営
の
協
議
等
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。 

  

問 

老
若
男
女
、
障
害
の
有
る

無
し
に
関
わ
ら
ず
、
障
害
者
理

解
や
人
権
に
つ
い
て
学
べ
る
ボ

ッ
チ
ャ
の
積
極
的
な
導
入
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

答 

外
出
が
困
難
な
障
害
者
の

社
会
参
加
を
促
し
、
ま
た
小
中

学
生
の
頃
か
ら
障
害
者
へ
の
理

解
啓
発
を
促
進
す
る
こ
と
か

ら
、
相
互
に
人
権
を
尊
重
で
き

る
機
会
と
し
て
捉
え
、
積
極
的

に
普
及
し
て
ま
い
り
た
い
。 

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
開
催
の
効

果

と

意

義

に

つ

い

て 

篠本 雄嗣 

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

の
結
果
と
分
析
に
つ
い
て 

セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
の
認
証

取
得
と
今
後
に
つ
い
て  

台
風

21

号
の
災
害
対
応

検

証

に

つ

い

て 

自由民主党 

紀田 崇 

   

      

  

問 

自
主
財
源
確
保
の
観
点
か

ら
も
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
は
必
要
と
考
え

ら
れ
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。 

答 

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金

増
額
を
図
る
た
め
平
成
28
年
12

月
よ
り
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
寄
付
受
付
を
開
始
し
た
。 

問 

平
成
29
年
11
月
末
時
点

と
昨
年
同
時
期
の
実
績
に
つ
い

て
問
う
。 

答 

平
成
29
年
11
月
時
点
で

６
０
６
件
、
金
額
は
８
９
８
万

７
０
５
円
。
平
成
28
年
11
月

時
点
は
58
件
、
金
額
は
２
０
３

万
７
８
７
５
円
で
あ
る
。 

問 

平
成
27
年
度
と
平
成
28

年
度
の
実
績
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

平
成
27
年
度
実
績
は
、

39
件
、
金
額
は
２
６
２
万
５
千

円
、
平
成
28
年
度
実
績
は
４
８

８
件
、
金
額
は
９
９
７
万
７
０

１
０
円
で
あ
る
。 

問 

約
４
倍
と
大
き
く
伸
び
た

そ
の
理
由
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
の
導

入
と
返
礼
品
を
充
実
さ
せ
た
こ

と
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。 

問 

今
年
度
の
泉
佐
野
市
と
の

協
定
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。 

答 

特
産
品
に
関
す
る
相
互
取

り
扱
い
協
定
を
締
結
し
た
。
今

後
は
互
い
の
特
産
品
を
互
い
の

返
礼
品
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。 

  

問 

本
市
の
備
蓄
体
制
と
自
助

共
助
の
周
知
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

被
害
想
定
に
基
づ
い
た
目

標
数
を
設
定
し
、
年
次
計
画
的

に
購
入
し
て
い
る
。
防
災
訓
練

や
出
前
講
座
で
自
助
・
共
助
の

重
要
性
を
周
知
し
て
い
る
。
ま

た
、
総
合
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
配
布
し
て
い
る
。 

問 

災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る

民
間
組
織
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

幸
南
食
糧
、
山
崎
製
パ

ン
、
ス
ギ
薬
局
、
ウ
エ
ル
シ
ア

薬
局
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
と
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。 

問 

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
と
避
難
勧
告
と
避
難
指
示
に

つ
い
て
問
う
。 

答 

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
は
、
高
齢
者
や
体
の
不

自
由
な
方
、
小
さ
い
お
子
さ
ん

が
お
ら
れ
る
方
等
、
避
難
に
時

間
の
か
か
る
方
へ
の
情
報
。
避

難
勧
告
は
避
難
を
始
め
て
く
だ

さ
い
と
い
う
情
報
。
避
難
指
示

（
緊
急
）
は
一
刻
も
早
く
避
難

し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
情
報
。 

問 

災
害
時
の
避
難
場
所
に
つ

い
て
問
う
。 

答 

避
難
所
は
公
共
施
設
を

含
め
70
か
所
。
ま
ず
小
中
学
校

22
校
を
開
設
し
て
い
る
。 

  
問 
広
報
誌
の
工
夫
に
つ
い
て

問
う
。 

答 

相
手
に
伝
わ
る
情
報
発
信

の
工
夫
を
し
て
い
く
。 

問 

広
報
誌
の
配
布
場
所
の

見
直
し
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

現
在
配
布
し
て
い
る
医
療

機
関
以
外
へ
の
配
布
も
調
整
し

て
い
く
。 

問 

広
報
以
外
で
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
駅
前

の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の

S

N

S
を
活
用
し
情
報
発
信

し
て
い
る 

。 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て 

災

害

対

策

に

つ

い

て 

広

報

に

つ

い

て 

自由民主党 
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問 

国
保
都
道
府
県
化
ま
で
あ

と
４
ヶ
月
。
47
都
道
府
県
の
内
、

統
一
化
を
目
指
し
て
い
る
の
は

現
在
大
阪
を
含
む
４
府
県
だ
け
。

検
討
不
十
分
と
実
施
を
見
送
る

都
道
府
県
が
続
出
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
大
阪
府
は
十
分
な

審
議
も
せ
ず
先
行
す
る
方
向
。

統
一
化
に
向
け
て
の
本
市
の
進

捗
状
況
は
。 

答 

国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
や
大
阪
府
に
お
い
て
審
議
が

予
定
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
関
連
の
条
例
を
踏
ま
え
、
ス

ム
ー
ズ
な
新
制
度
へ
の
移
行
に

努
め
て
い
く
。 

問 

府
の
運
営
方
針
が
策
定
し

試
算
も
示
さ
れ
た
中
で
本
市
の

保
険
料
の
見
込
み
は
、
値
上
げ

に
な
ら
な
い
の
か
。 

答 

医
療
費
や
国
か
ら
の
補
助

が
ど
れ
位
に
な
る
か
を
踏
ま
え

た
数
字
に
よ
っ
て
、
今
後
の
保

険
料
が
確
定
す
る
と
考
え
る
。 

問 

府
は
保
険
料
率
と
減
免
制

度
を
府
内
で
一
本
化
し
、市
が
保

険
料
軽
減
の
た
め
独
自
に
実
施

し
て
い
る
補
助
を
な
く
す
方
針

だ
か
、
本
市
の
減
免
制
度
に
つ

い
て
統
一
基
準
と
な
る
の
か
。 

答 

統
一
基
準
に
な
っ
て
も
減

免
制
度
が
廃
止
は
さ
れ
な
い
。災

害
や
、
収
入
の
減
少
で
か
な
り

の
減
免
率
で
府
は
統
一
基
準
を

決
め
て
お
り
、そ
れ
に
の
っ
と
っ

た
形
で
考
え
て
い
き
た
い
。 

問 

現
在
26
億
の
累
積
赤
字 

の
解
消
に
つ
い
て
は
い
か
が
か
。

答 

収
納
率
向
上
に
よ
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
り
赤
字
解
消

に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
国
・
府
に

対
し
財
政
支
援
策
を
、
市
町
村

に
対
し
て
で
き
な
い
か
要
望

し
、受
益
と
負
担
を
き
っ
ち
り
押

さ
え
な
が
ら
解
消
の
財
源
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。 

       

問 

高
齢
化
に
伴
い
介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
が
増
加
。
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
通
じ
在
宅
や
予
防
介
護
を
重

視
す
る
中
、
介
護
が
必
要
な
の

に
施
設
や
在
宅
で
適
切
な
介
護

が
受
け
ら
れ
な
い
高
齢
者
、
介

護
難
民
の
問
題
が
深
刻
で
あ
る
。

今
年
４
月
か
ら
開
始
し
た
総
合

事
業
の
実
施
状
況
は
。 

答 

制
度
改
正
を
踏
ま
え
、
医

療
と
介
護
の
連
携
強
化
や
認
知

症
高
齢
者
の
支
援
体
制
の
充
実

な
ど
、
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら

せ
る
よ
う
将
来
を
見
据
え
た
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
策
定
を
進
め
て
い
る
。 

問 

第
７
期
介
護
保
険
事
業

計
画
で
の
主
な
改
正
内
容
は
。 

答 
介
護
医
療
院
の
創
設
や

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
な
ど

主
に
５
項
目
の
改
正
が
あ
る
。 

問 

制
度
改
正
に
伴
う
介
護

報
酬
の
削
減
等
国
の
動
き
は
。 

答 

診
療
報
酬
と
あ
わ
せ
て
の

同
時
改
定
で
あ
り
、
国
が
今
、

審
議
し
て
お
り
、
市
と
し
て
今

後
、
動
向
を
見
て
い
き
た
い
。 

問 

平
成
30
年
度
よ
り
新
た

に
３
年
間
の
介
護
保
険
料
が
決

定
す
る
が
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
進
捗
状
況
は
。 

答 

策
定
委
員
会
で
素
案
を
作

り
、
年
明
け
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
。 

野口 真知子 

国
保
の
都
道
府
県
化 

 
 

 
 

 
 

に
つ
い
て 

高
齢
者
の
願
い
に
寄
り
添

う
介
護
制
度
を
！ 

日本共産党 

   

      

 

問 

人
づ
く
り
革
命
及
び
、
人

材
育
成
に
つ
い
て
、
い
か
な
る

団
体
も
人
材
で
決
ま
る
。
目
先

の
結
果
に
目
を
奪
わ
れ
育
成
に

焦
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

職
員
の
方
を
粘
り
強
く
関
わ
り

続
け
る
中
で
本
物
の
人
材
が
育

つ
と
思
う
。
今
後
も
更
な
る
職

員
の
意
識
改
革
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
市
と
し
て
の
考
え
は
。 

答 

こ
れ
ま
で
、
職
務
遂
行
や

自
己
啓
発
な
ど
、
個
々
の
能
力

開
発
を
中
心
と
し
た
人
材
育
成

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
は
、
全
職
員
が
多
様
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
積
極
的
に
市
政
運
営
に
関
わ

り
、
職
員
の
意
識
改
革
と
職
務

能
力
の
向
上
を
図
り
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な
げ
る
。 

問 

新
地
方
公
会
計
制
度
の
導

入
に
よ
り
、
有
形
固
定
資
産
の

減
価
償
却
費
な
ど
も
含
め
た
フ

ル
コ
ス
ト
が
見
え
る
観
点
か
ら

行
財
政
運
営
の
活
用
や
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に

活
か
す
の
か
を
問
う
。 

答 

結
果
に
基
づ
く
分
析
だ
け

で
な
く
、
施
設
の
あ
り
方
や
総

合
計
画
と
合
わ
せ
た
将
来
の
ま

ち
の
姿
を
あ
る
程
度
予
想
で

き
、
計
画
が
立
て
や
す
く
な
る
。 

問 

※1

Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て
、認
証

取
得
に
向
け
た
取
り
組
み
の
効

果
検
証
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

各
学
校
で
け
が
の
発
生
件

数
、
い
じ
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等

に
よ
り
課
題
を
抽
出
、
児
童
生

徒
が
主
体
と
な
っ
て
解
決
の
た

め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。 

問 

Ｉ
Ｓ
Ｓ
と
同
様
に
学
校

安
全
の
推
進
を
目
指
し
た
Ｓ
Ｐ

Ｓ
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

Ｉ
Ｓ
Ｓ
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
か
を
問
う
。 

答 

※2

Ｓ
Ｐ
Ｓ
は
国
内
認
証
で
、

※3

Ｓ
Ｃ
の
活
動
理
念
が
な
く
、７

つ
の
指
標
に
基
づ
き
、
心
の
け

が
の
予
防
の
明
示
が
な
い
。 

問 

Ｉ
Ｓ
Ｓ
や
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
動
理
念
か
ら
学
力

向
上
へ
と
つ
な
が
る
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
問
う
。 

答 

子
ど
も
自
身
が
主
体
的
と

な
り
、
課
題
を
抽
出
し
、
解
決

に
向
か
う
理
念
を
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
学
力
向
上
へ
つ
な
げ
る
。 

問 

観
光
に
つ
い
て
、
集
客
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
及

び
、
観
光
協
会
設
置
に
向
け
た

方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

６
社
神
社
巡
り
や
、
竹
内

街
道
な
ど
観
光
資
源
の
積
極
的

な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
大
阪
府
等
と
観
光
協
会
設

置
の
手
法
や
体
制
等
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
。 

問 

災
害
に
つ
い
て
、
要
支
援

者
避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
、
地
域
と
の
一
体
化
が
図

ら
れ
て
い
る
の
か
を
問
う
。 

 

答 

名
簿
の
提
供
か
ら
始
ま

り
、
支
援
の
流
れ
を
順
次
説
明

に
各
地
域
を
回
っ
て
い
る
。 

問 

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
要

配
慮
者
が
利
用
す
る
施
設
に
対

し
、
要
支
援
者
避
難
行
動
の
充

実
が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。 

答 

市
内
約
１
１
０
の
施
設

に
対
し
て
、
計
画
作
成
済
み
は

１
件
、
ペ
ー
ス
を
上
げ
て
い
き

た
い
。 

問 

消
防
に
つ
い
て
、
本
年
１

年
間
の
総
括
も
踏
ま
え
、
火
災

ゼ
ロ
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。 

 

答 

夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防

火
講
演
、
消
防
訓
練
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
の
広
報
を
通
じ
て
、

火
災
予
防
対
策
を
推
進
す
る
。  

河 内 徹 

公 明 党 

※1
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
） 

※2 

Ｓ
Ｐ
Ｓ
（
セ
ー
フ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
） 

※3
Ｓ
Ｃ(

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ) 
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問 

10
月
の
衆
院
選
の
投
票
率

は
低
か
っ
た
が
、
投
票
率
向
上

に
つ
い
て
、
又
、
以
前
質
問
し

た
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
、
今
後
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。 

答 

他
市
の
先
進
的
な
取
り
組

み
を
調
査
研
究
す
る
と
と
も

に
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
は
、
募
集
対
象
枠
を
市

内
在
住
の
高
校
生
ま
で
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

問 

鳥
取
砂
丘
の
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ

Ｏ
の
よ
う
に
遊
び
心
と
仕
掛
け

が
必
要
だ
。
子
供
さ
ん
も
巻
き

込
ん
で
親
を
投
票
所
に
引
っ
張

っ
て
く
る
案
は
あ
る
の
か
。 

答 

他
市
の
事
例
と
し
て
、
投

票
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、

投
票
所
で
応
募
す
れ
ば
、
抽
選

で
、
啓
発
グ
ッ
ズ
が
当
た
る
取

り
組
み
が
あ
り
、
本
市
も
投
票

所
に
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う

な
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。 

問 

投
票
率
向
上
の
目
的
は
政

治
に
参
画
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

協
働
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
と

権
利
と
義
務
の
認
識
と
考
え
る
。

民
間
企
業
で
は
数
値
目
標
は
当

た
り
前
、
選
管
も
投
票
率
の
目

標
値
を
設
定
し
て
み
て
は
。 

答 
投
票
率
は
天
候
や
時
々
の

政
治
課
題
な
ど
の
様
々
な
要
因

に
左
右
さ
れ
、
数
値
目
標
は
難

し
い
が
、
投
票
所
に
お
け
る
来

場
者
数
を
目
標
と
す
る
な
ど
、

で
き
る
限
り
い
ろ
い
ろ
な
意
見

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

問 

野
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
は

問 

プ
ロ
選
手
を
招
い
て
、
子

供
達
に
指
導
し
て
い
る
が
、
文

化
系
に
そ
れ
は
な
い
。
吹
奏
楽

部
は
楽
器
の
種
類
が
多
く
指
導

が
難
し
い
。
一
流
の
演
奏
を
観

聴
き
す
る
こ
と
が
や
る
気
を
奮

起
さ
せ
る
の
で
、
是
非
、
プ
ロ

の
指
導
者
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
。 

答 

一
流
の
方
の
技
術
指
導
に

よ
る
子
ど
も
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
向
上
す
る
こ
と
は
、
大
切

で
あ
り
、
国
に
お
い
て
も
、
部

活
動
の
質
的
な
向
上
、
教
員
の

働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
専
門

的
知
識
や
技
能
を
有
す
る
指
導

員
の
設
置
を
促
進
し
て
お
り
、

本
市
も
運
動
部
や
文
化
部
に
お

い
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。 

           

問 

少
子
高
齢
化
に
よ
る
財
政

問 

規
模
の
縮
小
が
予
測
さ
れ
る

中
、
老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設

の
効
率
的
な
維
持
管
理
や
新
規

施
設
の
計
画
等
を
総
合
的
に
行

う
専
門
部
署
を
新
設
し
、そ
こ
で

生
み
出
し
た
経
費
節
減
の
効
果

を
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
寄
与
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

答 

施
設
の
長
寿
命
化
や
総
量

の
あ
り
方
な
ど
を
定
め
た
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
。

個
々
の
施
設
の
新
設
及
び
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
各
担
当
課

が
建
築
職
や
民
間
業
者
の
意
見

を
参
考
に
行
っ
て
お
り
、今
後
、

個
別
計
画
を
作
成
す
る
中
で
各

施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。 

山本 真吾 

遊
び
心
と
仕
掛
け
で
投
票

率
向
上
へ
知
恵
を
出
そ
う 

故
障
や
！
ど
な
い
し
ょ
！ 

え

ら

い

こ

っ

ち

ゃ

！ 

中
学
校
吹
奏
楽
部
は
演
奏

会
で
地
域
・
社
会
貢
献 

まつばら未来 

   

      

  

問 

近
年
の
決
算
状
況
か
ら
み

た
財
政
の
硬
直
化
の
原
因
と
は
。 

答 

元
来
か
ら
自
主
財
源
比

率
が
低
い
歳
入
構
造
で
あ
る
と

共
に
地
方
交
付
税
の
削
減
、
市

立
病
院
の
廃
止
の
起
債
と
団
塊

世
代
の
大
量
退
職
に
伴
う
起
債

発
行
の
公
債
費
負
担
の
増
加
と

少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保

障
関
連
経
費
の
増
加
に
よ
る
。 

問 

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

子
ど
も
達
の
海
外
交
流
等
将
来

に
対
す
る
取
組
み
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
が
今
後
の
財
政
状
況

の
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。 

答 
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け

た
取
組
み
や
過
去
に
発
行
し
た

公
債
費
が
順
次
償
還
予
定
で
あ

る
。
行
財
政
改
革
と
各
種
予
防

施
策
に
よ
る
効
果
、
将
来
に
繋

が
る
取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と

で
安
定
さ
せ
て
い
き
た
い
。 

  

問 

シ
ニ
ア
世
代
の
男
性
に
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
て
頂
け
る
よ
う
情
報
提
供
の

窓
口
を
作
る
べ
き
で
は
。 

答 

ど
う
い
っ
た
情
報
発
信
が

で
き
る
か
関
係
部
局
と
協
議
し

研
究
し
て
い
く
。 

問 

フ
レ
イ
ル
予
防
も
兼
ね
、

都
市
農
業
振
興
の
観
点
か
ら
遊

休
農
地
の
利
活
用
を
図
る
べ
き
。 

答 

都
市
農
業
が
持
つ
多
様
な

役
割
に
関
し
て
他
市
町
村
の
事

例
も
参
考
に
都
市
農
業
振
興

基
本
法
の
理
念
に
基
づ
き
、
よ

り
市
民
が
農
へ
の
理
解
を
深
め

る
仕
組
み
を
研
究
す
る
。 

           

問 

空
き
家
対
策
の
進
捗
状

況
と
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
開
催

結
果
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

24
戸
の
空
き
家
の
除
却

の
う
ち
８
戸
は
共
同
住
宅
と
し

て
新
設
。
空
き
家
の
適
正
管
理

の
普
及
啓
発
を
目
的
に
８
月
に

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
本
市
の
現

状
と
取
組
み
を
報
告
し
適
正
な

管
理
に
つ
い
て
普
及
啓
発
を
し

た
。
45
名
の
参
加
で
13
組
の
相

談
が
あ
り
、
今
後
も
開
催
す
る
。 

問 

国
に
お
い
て
も
７
月
に
空

き
家
バ
ン
ク
が
で
き
、
10
月
に

は
、
新
た
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が

本
市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク
や

新
た
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

情
報
収
集
を
行
い
空
き
家
対
策

協
議
会
で
の
意
見
も
聞
き
、
本

市
に
お
け
る
有
効
性
の
分
析
や

制
度
内
容
を
研
究
し
て
い
く
。 

  

問 

10
月
の
台
風
の
際
、
避
難

所
を
回
り
、
温
か
い
飲
み
物
や

お
湯
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
東

日
本
大
震
災
時
に
災
害
対
応

型
カ
ッ
プ
自
販
機
が
重
宝
さ
れ

赤
ち
ゃ
ん
の
ミ
ル
ク
や
高
齢
者

に
喜
ば
れ
た
と
聞
く
。
災
害
協

定
し
、
本
市
に
も
設
置
を
望
む
。 

答 

カ
ッ
プ
型
自
販
機
の
取
り

付
け
は
、
水
道
設
備
等
が
必
要

で
あ
り
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。 

三重松 清子 

災

害

協

定

に

つ

い

て 

健
康
寿
命
の
延
伸
と
都
市

農
業
の
振
興
に
つ
い
て 

財

政

状

況

に

つ

い

て 

空
き
家
対
策
に
つ
い
て 

公 明 党 
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災
害
対
策
強
化
は
教
訓
と

先
進
に
学
び
地
域
と
共
に 

   

      

  

問 

台
風
21
号
は
貴
重
な
経

験
及
び
教
訓
と
な
っ
た
。
こ
の

経
験
と
あ
わ
せ
、
過
去
か
ら
教

訓
を
得
た
先
進
市
な
ど
か
ら
も

学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
と
考
え 

る
。自
助･

共
助
は
公
助
な
く
し

て
は
成
立
し
な
い
。
公
の
果
た

す
べ
き
役
割
を
住
民
に
示
し
、

地
域
住
民
と
共
に
具
体
的
な
対

策
を
強
化
す
べ
き
。 

答 

防
災
計
画
の
修
正
・
改
正
、

避
難
所
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
を

明
確
化
す
る
こ
と
や
、
要
支
援

者
に
対
す
る
支
援
方
法
を
地
域

住
民
・
支
援
団
体
に
き
ち
ん
と

説
明
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
協

力
体
制
を
作
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。 

問 

市
独
自
で
の
耐
震
関
連

補
助
の
確
立
や
老
朽
空
家
対
策

の
充
実
、
逃
げ
道
マ
ッ
プ
な
ど

地
域
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
立

ち
上
げ
に
市
と
し
て
の
援
助
を
。 

答 

旧
耐
震
基
準
の
木
造
住

宅
の
耐
震
化
を
増
や
し
、
市
民

の
安
心
・
安
全
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
管
理
不
十
分
な
空
き
家

に
つ
い
て
、
特
定
空
家
等
の
指

定
を
行
い
、
法
的
措
置
を
と
っ

て
い
く
。
防
災
の
総
合
マ
ッ
プ

を
作
成
し
配
布
し
て
い
る
。
ま

た
、
防
災
に
関
す
る
知
識
を
広

報
紙
や
出
前
講
座
を
活
用
し
な

が
ら
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。 

         

問 

電
話
し
な
い
と
不
燃
・
粗

大
ゴ
ミ
を
取
り
に
来
て
も
ら
え

な
く
な
っ
て
か
ら
も
う
す
ぐ
１

年
。
未
だ
半
数
近
い
市
民
が
不

燃
・
粗
大
ゴ
ミ
を
出
せ
て
い
な

い
。
苦
肉
の
策
で
実
施
し
た
食

器
の
拠
点
回
収
も
市
民
か
ら
不

満
や
心
配
の
声
が
出
て
い
る
。

ゴ
ミ
は
生
活
の
一
部
、
市
民
の

暮
ら
し
に
寄
り
添
う
の
が
市
の

仕
事
。
取
り
に
来
て
ほ
し
い
と

い
う
市
民
の
声
を
把
握
し
て
い

る
の
か
？ 

答 

ご
み
は
市
民
生
活
に
直
結

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

最
も
要
望
が
多
く
あ
っ
た
食
器

の
拠
点
回
収
を
実
施
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
電
話
申
し
込
み

制
で
い
つ
で
も
取
り
に
き
て
も

ら
え
て
便
利
に
な
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。 

  

問 

９
２
０
０
万
円
の
財
源

生
み
出
せ
た
と
い
っ
て
い
る
が

そ
れ
は
今
ま
で
不
燃
ゴ
ミ
で
あ

っ
た
物
を
可
燃
に
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
。
虚
構
の
言
い
訳
で

市
民
を
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
て

る
。
ま
や
か
し
は
や
め
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
、
ゴ
ミ

収
集
問
題
を
市
民
の
く
ら
し
に

寄
り
添
う
も
の
へ
改
善
す
べ
き
。 

答 

９
２
０
０
万
円
の
効
果

額
に
つ
い
て
は
電
話
申
し
込
み

制
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
分

別
の
促
し
に
よ
っ
て
生
じ
た
も

の
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

地
域
の
説
明
会
を
実
施
し
、
広

報
紙
等
に
よ
る
情
報
発
信
や
事

業
の
検
証
を
行
い
市
民
の
協
力

を
得
な
が
ら
電
話
申
し
込
み
制

を
継
続
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。 

 

  
 

 
 

森田 夏江 

｢

電
話
予
約
制
で
財
源
生

み
出
せ
た｣

は
虚
構
！ 

市
民
の
声
は
不
燃
・
粗
大

ゴ
ミ 

定
期
収
集
に
！ 

日本共産党 

福 祉 文 教 委 員 会 

議案 質疑内容 

平成29年度松原市一般会計 

補正予算（第４号）  

障害者システム改修委託事業について 

・改修項目である旧姓データの必要性について  

・日本年金機構との連携について 

・マイナンバーカードを作成しない方への影響について 

市民プール改修事業について 

・起債の償還財源、償還計画及び改修後の耐用年数について 

・改修内容と起債以外の特定財源の有無について 

・改修内容のうち、安全対策に要する費用について 

・来年度以降における修繕の必要性について 

・市民プールの意義と今後の在り方について 

・利便性向上のための改修について 

・周辺公共施設一体のグランドデザイン及び全面リニューアルの検討とそれ  

 に必要な費用について  

 

使用料の徴収に関する処分※１に 

係る審査請求について  

 

・審査請求に至るまでの時系列による経過について 

・入園前に行った事前説明の額と実際の額との差異により、保護者の生活設     

 計に影響を及ぼす結果となったこと並びにその重要性について 

・経済的な救済措置を行うことについて 

・事前説明の額と実際の額に差異がない保護者等を含めた今後の対応について 

・今後の再発防止に対する改善策について 

 

常 任 委 員 会 で の 質 疑 内 容 

※１公立幼稚園の利用者負担額の決定処分 
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常 任 委 員 会 で の 質 疑 内 容 の つ づ き 

総 務 建 設 委 員 会 

議案 質疑内容 

平成29年度松原市一般会計 

補正予算（第４号）  

まつばらテラス活用事業委託について 

・債務負担行為補正をする理由、予算計上の積算根拠、特定財源の内訳 

・講座数の積算根拠、講座受講者の人数・意見、アンケート調査実施の有

無、介護予防につながるプログラムの検討について 

・29年度の講座参加率と収入見込み、今後の活用事業の見通し 

・30年度以降の契約方法、競争入札等業者選定の方法について、指定管理者

制度導入の今後の見通しと本市の考えについて 

・一般貸室の申し込み方法等について 

住民基本台帳システム改修委託事業について 

・住民基本台帳システム改修の内容、旧姓の記載を導入する理由、システム

改修費用、今後のシステム改修の見通し等について 

委員会協議会での一般質問 

福 祉 文 教 委 員 会 協 議 会 

公明党 若林 良信 委員 

質 問 要 旨 

１．在宅子育て世帯への支援について 

◇子育て支援の中の在宅での子育て支援は子育てホームページに子育て情報発信や子育て支援センターを利用す  

 るたびにポイントがたまる「すくすくポイントカード」の発行をしていると聞いているがどのような現状か？  

◇「すくすくポイントカード」は、子育てセンターを利用したときにポイントを付与されたり商品と交換できる 

 と聞いているが、カードの登録者数とどのような商品と交換でき、交換数はどれくらいあるのか。 

◇子育て支援センターで「ひろば」と呼ばれる施設はフリースぺースであり、年齢に応じて遊具が用意してあり 

 自由に使って遊ぶことが出来ると聞いているが、どのような効果があるのか。 

◇「ひろば」の課題は？ 

◇松原市にオープン予定の複合商業施設に子育て支援の為の「ひろば」か「保育所」の新設の検討をお願いしたい。                              

 

自由民主党 池内 秀仁 委員 

質 問 要 旨 

１．中学校給食について 

◇中学校給食での食べ残しが提供量の２０％を超えている現状について、どう考えているのか。 

◇完食を前提として行われているカロリー計算や塩分量計算の前提が崩れてしまっているのではないか。 

◇既成概念にとらわれないもっと時代に即した仕入れの方法やメニュー構成を早急に取り入れていくべきでは。 

２．ISSについて（SC） 

◇インターナショナルセーフスクール（ISS）の認証取得にかかる経費と認証後３年ごとにかかる再認証の為の  

 経費の内訳はどうなっているのか？ 

◇ISSの認証を受けたことによる効果の検証がまだ行われていないのに、安易に他の中学校区も認証取得を目指 

 すのは時期尚早ではないのか。 

 （ISSの考え方や取り組み自体を否定しているわけではないが、認証ありきの考え方に大きな疑問がある。） 

◇セーフコミュニティやISSにかかっている経費の内容やその契約方法については、もう一度精査する必要があ 

 るのではないか。  

 

質問要旨は下記のとおりです。 

※詳しい内容については市ホームページより動画でご覧いただけます。 

ホームぺージへのアクセス方法については８ページをご覧ください。 



 

議会のまど（まつばら市議会だより）                     ２０１８年（平成３０年）２月１日(8) 

日本共産党 森田 夏江 委員 

質 問 要 旨 

１．児童虐待対策について 

◇児童虐待に遭遇した時の対応や通報などのマニュアルを作成し、一般市民が躊躇無く協力できるよう早急な 

 対策を図ること。  

２．障害者（児）の居場所・雇用について 

◇18歳超の障害児者の社会参加や雇用が難しい実態の認識と改善策は？居場所の確立と窓口での親切かつ適切 

 な対応の徹底を。 

３．市民プール建て替え 

◇市民プールは温水設備等を備えた通年利用できる施設への建て替えを求める。小さな子どもから高齢者まで 

 安心・安全に泳ぐ事のできるレーンをつくる。先に図書館の建て替えありきではなく、文教地域としてのグラ 

 ンドデザインを中長期的規模での計画・検討が必要。  

無所属 平野 良子 委員 

質 問 要 旨 

１．PTA大会の意義・効果等の確認 

◇現役世代の保護者として、ＰＴＡ自体やＰＴＡ大会のあり方について疑問を感じている部分がある。これらの  

 目的とねらいについて、どのように考えているのか。 

◇教育委員会のＰＴＡ大会への関わり方は？ 

◇ＰＴＡ大会がどのような目的で始まり、今に至っているのか。 

◇今回のＰＴＡ大会の内容・参加人数・経費などの具体的な内容はどのようなものか。 

◇今回の課題と今後のあり方について、どのように考えているのか。 

◇ＰＴＡ大会が、沢山の「現役子育て世代」が集まる場になり得ることに注目すると、この世代に対する様々な 

 周知の機会としても大変有効なツールである。コンセプトやターゲット等を明確にし、教育委員会が他の部局 

 とも連携しながら主催者をバックアップし、従来の意義や目的にとらわれない新しいものを作ることが必要で 

 はないか。 

総 務 建 設 委 員 会 協 議 会 

日本共産党 福嶋 光広 委員 

質 問 要 旨 

１．救急医療について 

◇近畿大学医学部附属病院の移転にあたって南河内医療圏の９市町村の一員として、南河内の救急医療水準が低  

 下しないよう、しっかり協議に加わり意見をあげていくべきだ。 

◇とりわけ近大病院が担ってきた南河内医療圏における二次救急医療や三次救急医療が、移転によって損なわれ 

 ることのないよう、近大病院はもちろん他の医療機関にも協力を求めるべきだ。 

◇近大病院の移転後においても、松原市の二次救急・三次救急の医療体制がどのように確保されていくのか、市 

 民に明らかにされたい。 

委員会協議会での一般質問のつづき 

常任委員会ってなぁ～に？？ 

議案等の議決は、本会議で行われますが、審議を効率的に行うため、少人数で構成された委員会を設け、より詳

細な審査や専門的な調査を行っています。松原市議会では、福祉文教委員会と総務建設委員会という２つの常任

委員会を設置し、それぞれ所管ごとに本会議から付託された議案や請願などを審査しています。 

また、松原市議会委員会条例により、議員は少なくとも１つの常任委員となることが定められています。 

平成３０年第１回定例会は２月２６日（月）より 

開会されます。 松原市議会で検索！！ 

議会や委員会の様子は市ホームページからＵｓｔｒｅａｍ・ＹｏｕＴｕｂｅで 

ご覧いただけます。ホームページへはこちらのQRコードからアクセスできます。 

もしくは、http://ｗｗｗ.city.matsubara.osaka.jpよりアクセスをお願いします。 


